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【目的】

歯肉炎の羅患率は男性に比べ女性のほうが低いことが数多く報告されている.性差の原因とし

て,生理学的要因および行動要因が考えられる.生理学的要因としては,性ホルモンや免疫応答

などがあげられる.一方,行動要因では,歯磨き回数や歯科医院への定期的来院などの口腔保健

行動に性差があることが分かっている.また,口腔保健行動に関連する因子として,口腔保健に

関する知識,態度および生活習慣があるが,これらの因子には性差があると報告されている･し

かし,口腔保健行動,知識,態度および生活習慣の相互関係の観点から,歯肉炎羅患率の性差の

原因を調査した研究はほとんどない.そこで本研究では,大学新入生において,歯周病の初期段

階である歯肉炎の性差の原因に,口腔保健行動,知軌 態度および生活習慣が関与するのか,そ

の相互関係を明らかにすることを目的とした.

【方法】
2009年4月に岡山大学に入学した新入生2,308名のうち,1,017名が歯科健診を受診した･その
うち,20歳以上および喫煙者を除外し,18-19歳の838名を分析対象とした･歯周組織状態は,
communityPeriodontalIndex(代表歯 10歯)で,口腔清掃状態は,OralHygieneIndexISimplified
で評価した.歯肉炎は,プロービング時の出血の割合 (%BOP)で評価した･アンケー トを用い
て,口腔保健行動 (歯磨き回数,デンタルフロスの使用,歯科医院-の定期来院),口腔保健に対

する知識,歯科受診 ･受療に対する態度や生活習慣の状況を調査した･統計分析では,%BOP,
口腔清掃状態および生活習慣スコアの性差についてはt検定を用い,口腔保健行動,知識および

態度の性差についてはカイ二乗検定を用いて検討した.また,歯肉炎に関連する因子の相互関係

に性差が認められるかを調べるために多母集団分析を行った･

【結果】

男性と比較して,女性のほうが%BOPは低く (p-0.033),口腔清掃状態 【DebrisIndex-Simplified

(DI-S)]も良好 (p<0･001)だった･男性に比べ女性のほうが･歯磨き回数が多く (p<0･001),デン
タルフロスを使用する者が多く (p<0.001),歯科医院-定期的に来院するものが多かった

(p-o･002)･また,女性のほうが,口腔保健に関する知識 (p<0･001)･歯科受診 ･受廉に対する態
皮 (p<o･05),および生活習慣スコア (p-0･003)はいずれも良好であった･
多母集団分析の結果,｢知識,態度,生活習慣｣-｢口腔保健行動｣- ｢口腔清掃状態｣-｢%BOP｣
のパスが成り立ち,モデル全体で,性別間で異質性が認められた.モデルの各推定値の差異を検

討したところ,特に,｢歯磨き回数｣- ｢DI-S｣のパスは,男性において,β(標準化係数)ニー0･105
(p<0.001)と成り立ったが,女性ではp--0･019(p-0･086)とパスは成り立たなかった･また･男性で
は ｢知織｣→ ｢定期来院｣のパスはp-0.070(p<0.001)と弱く,｢態度｣- ｢定期来院｣のパスは



β-0.484(p<0.Ooユ)と強かった.一方,女性では ｢知識,態度｣から l定期来院｣-の影響はそれ

ぞれp-0.256(p<0.Ooユ),0.507(p<0.001)と強かった.

【考察および結論】

多母集団分析の結果,口腔保健 に関する知識,態度お よび生活習慣の違いによって,

口腔保健行動に違いが生 じ,%BOPに性差がおこることが分かった.若年者において,
歯肉炎の予防のために,男女で異なったアプローチをす る必要があると考えられる.

｢歯磨き回数｣→ ｢DトS｣のパスが男性で成 り立つが,女性では成 り立たなかったこ

とか ら,男性において,歯磨き回数を多くするように指導することは歯肉炎の予防に

効果がある可能性がある.また,歯科医院-の定期来院を促すには,女性では知識 を

与えるだけでよいが,男性では知識を与えるほかに歯科に対す る態度を変える必要が

あると思われる.




